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   Feminizing syndrome can be defined as the development of femal characteristics in a 
male or child. 
   This is usually manifested by a gynecomastia, often with testicular atrophy and depres-
sion of libido. 
   A case of 51-year-old man with the chief complaint of palpable mass in the left hypoch-
ondrium was reported, in whom there was clinical evidence of feminization and moderately 
increased urinary excretion of estrogen. 
   He was successfully treatedwith total extirpation of left adrenal tumor. Postoperative-
ly libido returned to normal and gynecomastia subsided. 
   The present report is the forty-fourth case of this syndrome reported in the world and 
also the first case in Japanese literature.
副腎性器症候 群の多 くの ものは女性 に現われ
る男性化で あつ て,男 子成人 に女性化 を見 るこ
とは極 めて稀 で ある.最 近では各種 ホルモ ン活
性の副腎腫瘍 の少 な くない我 国に於 ても,こ の
女性化症候 群を伴 つた副 腎皮質腫瘍の症例だけ
は,未 だその報告 に接 していない.私 はその本































法),ヘ マ トクッ ト値31%,白血球数9,800,その百
分率に異常を認めない,赤 沈値:1時 間値104mm,
678 松永一女性化症候群を伴つた副腎皮質腫瘍の1例
2時 間 値126mm.血 圧:最 高130mmHg,最 低92m
mHg.梅 毒 血 清反 応 は陰 性.血 液化 学 的所 見 は 正常 で
あ る.
内 分 泌学 的 検 査所 見:第1表 に 示す 如 く殆 ん ど正 常
で あ るが,尿 中エ ス トローゲ ソは39,5γ/24時間 と中
等度 増 量 してお り,又 は17-KS平 均9,54mg/24時
間 で正 常 の上 界値 で あ るが,そ の分 劃 で はetiochol-
anoloneがandrosteroneの約5倍 存 在 し て い る
(第2及 び3図)
レ線 所 見:胸 部 単純 レ線 像 に異 常 を認 め な い.腎 部







































































































賜 が翻 、すると共に 獅 性硬結及び購 艶 も消
失する傾向を示した.全身倦怠も改善され,食 欲良好




§.54mg/dayよ参2.無9海ayに 抵下 し,尿 串 エス 野
ローゲ ンは著 明に 低 下 してい るのが 注 口され る(第2
図)
考 按
副腎皮質腫甥に よる副腎性 器症候群 の大部分
は女性 の男性化で あつて,男 子に女性化 を見 る




その34例羅を発表Lて い る.Lか し,そ の鍵 例
中の半数に当 る17例は1945年以降の もので あつ
て,近 年漸 くそ の症 例数が増加 しつつ ある.我
国に於 ては,渋 沢な どの副腎腫瘍 の相当 数の経
験老 もある今 露で も,未 だその症 例の報告 を見
ていない 私はWallacheta1の34例を中心 と
して,そ れに含 まれ ていないKarsnerの論文
中に引用 されてい るBro$tereta1の1例・
及 びその後 の報告例 であ るW◎lfetaL;Sn-
aithの各1例 並びにTrevesの6例 を加え て,
その総報告症例 として43例を数え得 た.そ して
本症例 はその44例目となつてい る.こ の44例を
1括すれぽ,第2表 の如 くで ある,
1男 女瀦及び年令溺頻痩
現在 まで判 明してい る副腎皮質腫瘍に よる女
性化症喉i群44例(自験鯛 を含 む)の うち,記 載
の明かな ものは39例である.こ の39例に就 て男
女別頻度 をみ ると,男 子38例に対 して,女 予は
僅 かに1例 であつ て,殆 ん ど凡 てが男子で ある
と言い得 る.例 磐 的 な 女子の 茎例はSxxaltk
(1958)の報欝に よるもので,5%才 の女児 であ
る.男 子 に圧倒的に多 く見 られ ること,及 び女
子 の場合 は女性化症状が幼少時以外には発見 し
に くい とい う理 由が あつても,極 めて少い とい
う ことは注Rす べ きである.こ のように この疾
患が 男子 にのみ限 られて発現 す ることは,副 腎
性 男性化症が女子就中女児に好発 す るとい う事






症例 報 告 者(年)
臨 床 症 状 尿中ス テ ロイ ド 組織
所見舗圃繍 騰 翫 ・・「 部 転 帰
lBittorf(1919)}・1男+++[・ 」
手 術 せ ず.症 状 発 現
1癌腫 後1カ 月で 死亡,
・IBusch(192・) ・・國 ・1 10 「朗 翻 厳 瀦 発現
3Hol1(1930)15男 ・OiI・1
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・・1松 永(1961) ・・ 男1・1・1・1+39・5「 ≦、h。1954甑 。、」擁 現手術成功.術 後6ヵ月目再発なし.
6例,そ して61才以上 は1例 となつてい る.
即ちTreves(1958)も指摘 して い る よ う
に,一 般的に壮年期 に多 く見 られ るのが特異 的
である.
皿 病理組織像
私の症例を入れ て44例の本症 例の うち,組 織
像の明かな ものは43例である.こ れ ら の う ち
で癌腫は40例の多 数を占め てお り,残 りの3例
は肉腫,補 副腎癌及 び腺腫の各1例 となつてお




成人男子 に副腎皮質腫瘍 の発生 を 見 る 時 に
は,次 に述べ る様 な女性化 を示 すのが原則 であ
るが,時 にPerloffandHadd(1957)の症 例
の様に,男 性化 を示す ものも稀には ある.
α)女 性乳房:ほ とんど唯一 つの身体的変 化
であつて,第2表 か らも判 るように,報 告 され
た全症例において見 られ る所見 である.し か も
この症状 は可逆的な身体変化 であつて,原 因,
即 ち皮質腫瘍 の存在 を確 かめたのち,こ れ を除
去すれば,正 常に戻 るの が 特 徴 的 で あ る.
SimpsonandJoll(1938)の症例 などと同様
に私 の症例におい ても,腫 瘍別除後は疹痛性硬
結 の消裾 と同時に次第に乳房は縮小 し,色 素沈
着を見た乳輪部 も正 常化 して来 てい る.副 腎皮
質腫瘍 に因 る女性乳房は1側 性 のこともあ る.
そ してその大 きさは思春前期 の少女の乳房大か
ら,成 熟婦人 のそれ と同じ くらいの もの まであ
つて一定 しないBusch(1926)の例 の よ う
に,乳 汁様液体 の分 泌を見 たもの もあ る.こ の
女性乳房の原因については未 だ不 明 な 点 が 多
く.Karsller(1946)及びCahilletal.(194
2)などの臨床 的な面か らの 観察 によると,腫
瘍 か らのEstrogensの分泌増進 に も と つ く
AndrogensとEstrogensのホ ルモン関係の
アンバ ラソスにあるとされ てい る.
② 睾丸萎縮及 び性欲減退:第2表 に示す如
く,記 載の明かな38例中22例に睾丸萎縮が証 明
され,19例に性欲減退 ない しは消失が見 られ て
いる.本 症例ではやは り睾丸萎縮 と性欲消失 と
が認 め られた.
③ 腫瘤触知:女 性化症状 を伴 う副腎皮質腫
瘍 は,他 の臓器の悪性腫瘍 のように急速に全身
状態 をおか さず,又 一 般身体症状 の発現 も極 め
て緩慢 である.更 に腫瘍 自体 の発育 も緩徐 で あ
るので,相 当 に増大す るまで放置 され る場合が
多い 従 つて文献的に も先 ず腫瘤形成を指摘 さ
れた場合が多 く,初 診 時に腫瘤触知可能の もの
692 松永一女性舞症躾群を難つた醗驚皮質腫瘍の三例
は38例中22例となつている.私 の症 例 も初診時
己に腫瘤が触知 し得 た.要 す る紅本ル モン繕性
副腎皮質腫瘍の うちでは,触 診上腫瘤を触知す
る ことが出来 る場合 が比較的 に多いのが本 症の
特 微の一 つである.
(4)尿中 ステ ロイ ざの増量:最 遍ではWa1-
lachetal。の症例 のホルモソ分析を専門家の
SalhanickandBerline(1958)が施行 してい
る様 に,専 門家の援助が なければ,尿 中のステ
鐸イ}この詳継 な検索はな し得 ない時代 になつて
いる.し か し多 くの症例はそ こまでの精査 は実
施 され ていない現状なので,こ こには一定度の
検索の結果 に就 て考 えて見 る,渋 沢(1958)の
まとめた ところでは,尿 中エス トローゲンズ精
査 の行われ た22例中明かに増量 してい るのは15
例 であり,他 は正常又は稽増量 してい るに過 ぎ
ない.そ もそ も女性化症候群 の身体 的 変 化 は
Wilkins(1948)以来 ひとし くエス 榊 一ゲ ソ
によることが明かになつてい るが,臨 床症状 と
鵬ス ト鷹一ゲン排泄値 とは必ず しも平行す るこ
とはない様に思われ る,又 尿中17-KS精 査
の19例中萌かに増加 してい るものは11例 で あ
り,概 ね エス トローゲン排漫充進 の見 られ る
ものは17-KS排泄値 の増加が見 られ るので あ
る.私 の症例では,尿 中 エス トローゲン 及 び
17-KSは一般に副腎皮質腫瘍 に二見 られ る様 な著
嬰な増澱はみ られなかつた.第2図 のように,
ewストpa一ゲンは24時 間尿 中約40γ で 中等度
増量 してお り,そ の分劃 を見 るとEstrone値
が高 く,Estriol値と略々同様の値 を示すのが
特 色であ る.Estradiolも比較 的多 く5γ に及
んでい る.全17-KSは 平 均9.54mg/24時間
で正常値 の上界値であるが,etiocholanolone
がandrosteroneの約5倍 存在 するのが 特 色
である.郡 ち本例で轍,9stxone儘がEs£雛01
偵及 びEstradiol値に比較 して高 く,更 に 従
来女性化症状 と関係があると考え ら れ て い る
Debydroepiandrosterone値は 正常 であるの
1蘇些 て,男 性 ホルモ ン{生活性 のないetleck-
01anoloneがandrosteroneの約5倍 も見出
され ることか ら,Staubitzetal(1960)の述




臨床症状 より推定 し得 るが,極 め て稀 な疾愚
で あるため確実 な診断 には種 々な臨床釣検査法
が必要であ る.即 ち尿 中ステ ロイ ドの検索は欠
く零 か らざるものであり,尿 中瓢ス ト鐸一ゲ ン
及 び17-KSの 増加 を確か めれば よい.更 に最
近 のSalhagickaRdBer1勧erの報告 によ
れば,尿 中にpregnandiol及びequilemi一
麟kestereid§4>存在は本症 に特 有 で,そ の
診断 の手掛 りにな るとされ てい る.同 時に レ線
釣検査 も重要で あつ て,腫 瘍 があ まり大 き くな






るように,そ の効果は期待することが 墨来 な
い
VI予 後
全症例 は渋沢(1960)のまとめた と こ ろ で
は,手 術成功(術 後1年 以上健在,1年 以内生
存)は16例,手 衛不成 功又 は手 衛死 は6例,更
に手術不能は15例となつてお り,手 術成績 は著
しく不良であ る.こ れ の理 由は腫瘍 の発見時期
が どうして も末期 にな るためであ り,又 組織学
的には癌腫 の場合が殆 んどであるので転移が雛
に起つていて手術不能 になる場禽が比較的多い
のである.又,副 腎 の癌腫は レ線には不活性で









つ い て 文 献 的 考 察 を 行 な い,併 せ て 私 の 症 例 と
比 較 検 討 し た.
稿 を 終 る に 当 り,恩 師 楠 教 授 の 御 懇 篤 な る 御 指 導 並
























































26)渋 沢 喜 守 雄:ホ と 臨 床5:574,1957&7:
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第9図 別除標本(後面) 第10図 別除標本(割面)
鱒
第11図 別出せる腫瘍の組織像
(弱拡大)
籔
第12図 左に同じ(強拡大)
第13図 右乳房の組織像(弱 拡大)
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第14図 左に同じ(強拡大)
